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授業実践「トレイン」 手順

A) 一つの概念（”Peace”）についての絵本を見

ながら、思いついたことを生徒は述べていく。

B) その間、教師はそれを関係性にあわせて、
板書していく。

C) 「平和とは何か？」と発問し、何名かに意見
を言わせ、「トレイン」のワークに入っていく。





授業実践「トレイン」 手順
A) 一つの概念（”Peace”）についての絵本を見
ながら、思いついたことを生徒は述べていく。

B) その間、教師はそれを関係性にあわせて、
板書していく。

C) 「平和とは何か？」と発問し、何名かに意見
を言わせ、「トレイン」のワークに入っていく。

D) 小さい紙が配られ、最初に１を書き、次の人
にその紙を回す。

E) 回ってきた紙に２を書く。

F) これを４まで繰り返す。









実践例



実際に行った授業の手順（３時間）

1. 教科書の文章を読み、キーワードを挙げて
もらう。

2. 板書し、関係性を問いながら、課題設定を
する。 ＜ここまでで１時間＞

3. トレイン ＜１時間＞

4. 書いてもらった紙をいくつか載せたプリント
を配布し、解説等。

5. あらためて最初の問いへの意見を書いても
らう。



「トレイン」の利点

1. サイレントダイアローグと同じような紙上で
の意見交換を子ども同士でできる。

2. 時間がかからない。

3. 「隠された前提」を探るという仕方で、そこで
問題になっていることを「哲学的に掘る」こと
ができる。（少なくとも、その近似的なものを
体験してもらうことができる。）

4. 他の人の意見、特に意見の書き方について
子ども自身が評価することができる。



「トレイン」の欠点

• 最初の子どもや、自分の前の子どもが書いて
くれないと、リアクションをとりづらい。（これは
SDと同様で、ネット上の掲示板のような「荒れ

る」可能性を排除できない。）

• 不規則なことをする子どもが１人でもいると全
体が機能しないため、使えない。

• 授業中はともかく、授業後のまとめ等の作業
が面倒。

• 各人の到達度が良く分からない。（教師側でコ
ントロールできない。）


